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Ｉ　はじめに

　キー・ラーニグ・コミュニティとは、アメリカ合

衆国のインディアナ州インディアナポリスにある公

立学校(IPS)である。 1987年に公立学校の教師らに

よって、その母体となる、幼稚園からエレメンタリ

ースクール第６学年までの一貫学校(K-6)が設立さ

れた。その６年後の1993年には､ミドルスクール(第

６学年から第９学年)が設置されたこのミドルス

クール設置時に、初等学校の第６学年がミドルスク

ールに移管され、エレメンタリースクールは幼稚園

から第5学年となった。1999年にはハイスクール(第

10学年から第12学年)が同じ敷地内に増設された。

こうして、キー・ラーニング・コミュニティは、幼

稚園からハイスクール第12学年(K-12)までを一貫

した地域の公立学校としてインディアナ州の経済的

な支援を基に設立され、今日まで運営されている。

　キー・ラーニグ・コミュニティと他の公立学校と

の大きな相違点ま、多重知能理論を代表とした、複

数の革新的な教育・心理学理論を構成原理として応

用したカリキュラムを開発し、授業実践を行ってい

ることである。その独自のカリキュラムと授業実践

は、インディアナ州だけでなくアメリカ中の教育関

係者の関心を集めている。

　本稿の目的は、このキー・ラーニング・コミュニ

ティのカリキュラム開発の過程を明らかにすること

である。そこでまず、ハワード･ガードナー(Ｈｏｗａｒｄ

Gardner)によって提唱され､アメリカを中心にヨー

ロッパやアジア諸国の研究者、学校現場から注目さ

れている多重知能理論の特質について述べる。次に、

キー･ラーニング･コミュニティが設立された背景、

つまり創設当時のアメリカにおける教育改革に言及

した上で、この学校の設立までの経緯について述べ

る。そして、この学校のカリキュラムの構成原理と

その特徴的な授業実践に焦点を合わせ考察する。

n　多重知能理論とその特質

１　８種類の知能

　多重知能(Multiple Intelligences)理論とは、アメ

リカ合衆国の認知心理学者ハワード・ガードナーに

よって､1983年の著書『心の構造』(Ｆｌａｍｅｓ ｏｆＭｉｎｄ)

の中で提唱された知能の新しい考え方である。ガー

ドナーは、これまでの伝統的な知能の考え方や尺度

を、人間の知能の一側面しか描き出すことができな

いものと批判し、従来の知能検査の枠を越えた新た

な知能のとらえ方を提案した。ガードナーは、人間

の知能を｢情報を処理する生物心理学的な潜在能力

であって、ある文化で価値のある問題を解決したり

成果を創造したりするような、文化的な場面で活性

化されることができるもの｣1)と定義した上で、人

間のもつ知能を多面的・複合的にとらえ、知能には

８種類のプロフィールがあることを証明した。まず、

以下にガードナーが定義した多重知能理論における

８種類の知能を示す。2)
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①言語的知能【Linguistic Intel】ligence)

②論理数学的知能(Logical･Mathematical Intelligence)

③音楽的知能(Musical Intelligence)

④身体運動的知能(Bodily･Kinesthetic Intelligence)

⑤空間的知能(Spatial Intelligence)

⑥対人的知能(Interpersonal Intelligence)

⑦内省的知能[1]ntrapersonal Intelligence)

⑧博物的知能(Natura五st Intelligence)



２　多重知能理論の特質

　特別支援教育の専門家であり、多重知能理論を学

校教育に応用する試みを行ってきたアメリカの心理

学者トーマス・アームストロング(Thomas

Armstrong)は、著書『マルチ能力が育む子どもの生

きる力』3)の中で、多重知能理論に基づいて教育活

動を行う際に重要となる考え方として以下の３点を

挙げている。

(1)多重知能は､経験的事実に基づいた理論で

　あって、すべての人には８つの知能が存在す

　る。もちろん、それらの知能は一人ひとりの

　中に独自の形で機能しており、なかには、詩

　人であると同時に、政治的手腕も兼ね備え、

　さらに秤勝者、思想家、自然愛好家でもあっ

　たドイツ人のゲーテのｅうに、８つの知能す

　べてが極めて高いレベルで働いているとい

　う人もいる。一方で、重い障害などで、すべ

　てが極めて低いレベルで機能している人も

　いる。しかし、ほとんどの人は、８つの知能

　のうち、いくつかは秀でており、いくつかは

　少し低く、残りはほどほどといった具合に働

　いているといってよい。

(2)8つの知能に関して力強い励ましや適切な

　指導を受けることによって、多くの人は８つ

　の知能すべてをかなりのレベルにまで高め

　ることができる。ガードナーは、『鈴木メソ

　ツド』を例に挙げ、ごく平均的な音楽の才能

　しかなかった子どもが､恵まれた環境(親の協

　力や、幼児期から音楽を耳にすること、早期

　の音楽教育など)によって､バイオリンやピア

　ノの腕前をかなり上げることができたこと

　を指摘している。このようなケースは、音楽

　的知能に限らず、他の知能でも見ることがで

　きる。

(3)8つの知能は、我々の生活の中で、絶えず

　相互に影響し合って働いており、どれひとつ

　をとってもその能力だけでは存在しない。た

　とえば料理を作る時、レシピを読んだり(言語

　的知能)、人数に合わせて量を分配したり(論

　理･数学的知育臥家族全員を満足させる献立

　を考えたり(対人的知育り、自分自身の食欲を
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コントロールしたり(内省的知能)、食柿ここ

だわったり(博物的知能)、包丁や道具を器用

に扱ったり(身体･運動的知能)する。つまり、

８つの知能は通常複合的に機能しているので

ある。

　上述したとおり、多重知能理論の知能の考え方は、

それ以外の知能の考え方とは大きな違いがあること

は明らかである。づ投的な知能テストや学カテスト

が、主に言語的知能や論理･数学的知能を測定･評佃

の対象としている一方で、多重知能理論は、音楽的

な感性や身体的な技能にまで知能の範躊を広げ、そ

れらに対し言語的知能や論理･数学的知能と同等に

価値を与えている。このような知能観は、言語的・

数学的な要素を中心とした教育活動に対し、新たな

展開の可能性を示唆し、学校における教育活動をよ

り充実させることができるだろう。そうした多重知

能理論の可能性を公立学校で実証したのが、本稿の

中心として取り扱うキー・ラーニグ・コミュニティ

である。

Ⅲ　キー・ラーニグ・コミュニティの設立とその背景

１　設立当時のアメリカの教育改革

　キー・ラーニグ・コミュニティの創立者兼初代校

長であるパトリシア･ボラーノス(Patricia Bolanos)

を代表とした、インディアナポリスの公立学校に勤

務する８人の教師が、多重知能理論に基づいた最初

の公立学校を設立すること、すなわち多重知能理論

に基づいて、カリキュラムや授業実践、評価等を構

想することを決意した背景には、1980年代後半以

降のアメリカの教育政策と、そこから派生した当時

のアメリカにおける教育的課題があった札

　当時のアメリカの教育改革とは、子どもの学力低

下問題を克服することを目的とした、アメリカ連邦

主導による各州の標準テスト(standard tests)政策

やナショナル・カリキュラム(国家教育課程)設定へ

の動きであった。結局、アメリカにおいてナショナ

ル・カリキュラムは設定されなかったが、学校での

学習や評価が標準テストで好成績を残すことを主

要な目的としたものに変容してしまったのである。

以下、そのような教育改革の動向をもう少し詳細に

述べる。



　1983年、｢アメリカの教育に関する全米委員会

(National　Commission　on　Excellence　in

Education)｣が発表した連邦報告書『危機に立つ国

家』(Ａ Ｎａtｉｏｎａt Riｓｋ)の中で、｢アメリカの学生・

生徒は、学カテストのうち19種類で、第１位また

は第２位が取れなかったし､他の工業化諸国と比べ

て実に７回も最下位になっている｣5)ことや、｢アメ

リカの成人のうち約2300万人は、読み、書き、理

解に関する最も簡単なテストにおいてさえ、機能的

に文盲である｣6)ことなどが指摘され、それらがア

メリカ教育の危機的な状況として報告された。こう

した報告を受け、その後、1980年代後半から1990

年代のアメリカでは、子どもの学力低下を克服する

ことが重要な教育的課題となっていったのである。

　こうした低学力問題を克服するという日標の下

で、アメリカ政府は、全国の子どもたちの学力を調

査するために、各州に各教科のスタンダードを設定

し、それに基づいた標準テストを作成・実施するこ

とを命じた。こうした標準テストを実施する動向は、

｢2000年の時点で、48にも及ぶ州が児童・生徒の

学力を測定・評価する何らかの州テストを導入｣7)

するまでに至り、その結果、アメリカの学校では、

標準テストの成績を上げることが学校教育の主要

目的となり、標準テストの成績を通して子どもを評

価するようになってしまった。こういった1980年

代後半以降のアメリカの教育政策は、｢結果至上主

義的な教育管理政策の実態を示す象徴的な出来事｣

8と称され、それらは、｢テスト結果に基づく数値の

アップ・ダウンに学校、教員、親などの目を釘付け

にする押結果となったのである。

２　キー・ラーニグ・コミユニテイ設立の経緯

　上述したような､1980年代後半以降のアメリカに

おける教育改革を危惧したのが、ボラーノスを代表

とした８人の創設者たちであった。彼女たちは、標

準テストで好成績をとることを目的とした学習(｢ド

リル学習など機械的で退屈な学習｣1oりでは、子ども

の創造性やリーダーシップを育成することができな

いと考えた。また、多重知能理論の提唱者でキー・

ラーニグ・コミュニテイ創設に協力したガードナー

も、｢標準テストは､生徒たちの学習の成果を一部分

しか映し出すことができない｣11)と批判し、標準テ

ストでは評価できない子どもたちの知能のプロフィ

ールの育成が軽視されることを憂慮していたこう

した共通認識をもつ両者の出会いがキー・ラーニン

グ・コミュニティ設立の契機となり、ボラーノスた

ちは、標準テストの成績向上を目的としない形のカ

リキュラム・学習・評価の方法を模索し、多重知能

理論に基づいた教育活動を計画・実行することを決

めたのである。以下、キー・ラーニグ・コミュニテ

ィ創設当初の取り組みについて述べる。

　1983年、『危機に立つ国家』が出版された年、彼

女たちは、何らかの行動を起こそうと決意した。 12)

この1983年の報告書がまさに、彼女たちにキー・

ラーニング・コミュニティのプロジェクトを着手さ

せる画期的な出来事となった。そして、彼女たちが

目指したのは、生徒たちをより良い本物の方法で教

え、評価を与える方法であった。では、８人の教師

たちは新しい学校づくりをどのような方法で進めて

いったのだろうか。

　新しい学校づくりを決意してから、彼女たちは、

教育哲学者のジョン・デューイ(John Ｄｅｗｅｙ)をは

じめ、論理学者のエリオット・エイズナー(Elliot

Eisner)やジェイムス・Ｂ・マクドナルド(James Ｂ.

Macdonald)に至るまで、広い範囲の文献調査を行

い、そうした過程の中で、ガードナーの『心の構造』

に出会った。しかし、当時の教師たち(後のキー・ラ

ーニグ･コミュニティの創設者たち)は､多重知能理

論を教育に応用することができるのかどうか、疑問

に思っていた。

　そこで、彼女たちは、1983年の10月末にペンシ

ルベニア州クッツタウンで行われたガードナーの講

演を聞いた後に、ガードナーに直接、この理論につ

いての質問を行ったのである。彼女たちによるこの

質問は、後の多重知能理論の教育現場での実践に大

きな影響を与えたといっても過言ではない。なぜな

ら、この時、ガードナー自身もこの理論に関して、

教育者は聴衆として意図していなかった。しかし、

その時、多重知能理論をカリキュラムの基礎として

用い、学校をデザインするという考え方に興味をそ

そられたことを認めた｣13)と述べており、多重知能

理論の教育的実践に関する模索がここから始まった

といえるからである。

　ガードナーとの長時間にわたる議論は、彼女たち

－133 －



に、多重知能理論に基づいて学校づくりをすること

に意欲を燃やさせた。その後、彼女たちは、インデ

ィアナ州の教育の最高責任者に新しい学校づくりへ

の協力・許可を取り付けたり(キー・ラーニグ・コミ

ュニティの運営費の多くは、現在もインディアナ州

の支援による)､ハーバード大学教育学大学院のプロ

ジェクト･ゼロの研究者や､インディアナ州立大学、

シカゴ大学の研究者とも面会を行ったり、教育の領

域で興味深い実践を行っている召料|』の高いピッツ

バーグの公立諸学校や、私立のカロライナ・フレン

ズ・スクールのような教育先進校へ調査に赴いたり

もした。

　こうした、数々の研究と、多くの先進校への調査

訪問を経た結果、８人の教師たちは、1987年に150

人の生徒を迎え、K-6(幼稚園から第６学年までの一

貫校)の門戸を開いたのである。その際､彼女たちは、

このＫ-6の公立学校に｢キー・スクール｣(Key

School)という独自の名称をつけ、この学校を多重知

能理論に基づいて運営していくことや、それぞれの

多重知能を同等に重視していくことを決意したので

ある。また、彼女たちは、ガードナーの理論を、学

校教育の現状に適用することによって、すべての生

徒が自分の長所を理解することができるような、ゆ

たかな土壌を築くことができることを確信していた。

こうして､2000年には､多重知能理論を基盤として

一貫した教育活動を行う、幼稚園から第12学年

(Ｋ-12)までのキー・ラーニグ・コミュニティが誕生

したのであった。

IＶカリキュラムの構成原理と独創的な授業実践

１　多重知能理論を基軸としたカリキュラムの構成

　ここでは、創設当初から、インディアナ州だけで

なく、アメリカの教育関係者から広く注目を果めて

きた、キー・ラーニグ・コミュニティにおけるカリ

キュラムの構成原理と実践について考察する。

　キー・ラーニグ・コミュニティは、複数の教育に

関する理論を体系的・理論的に組み合わせることに

よってカリキュラムを構成し、授業実践を行ってい

る。その中でもやはり核となる理論は、木稿で中心

的に扱っているハワード・ガードナーの多重知能理

論である。もちろん、多重知能理論だけで、すべて

のカリキュラムを構成することは困難であるため、

それに加えて、ミハイ・チクスゼントミハイ(Mihaly

Csikszentmihayi)の｢内在的なやる気(Intrinsic

Motivation)理論｣や｢フロー(Floｗ)理論｣、アーネス

ト・ボイヤー(Ernest Boyer)の｢人間の共通点(Human

Commonalities)理論｣、デイビッド・Ｈ・フェルドマ

ン(Daｖid H. Feldman)の｢発達の連続体

(Deｖｅｌｏｐｍｅｎtａ１Continuum)理論｣、そして、ピータ

ー・センジ(Peter Senge)の｢学習の組織(Learning

Organization)理論｣が応用されているのである。

　それでは、その中心となる多重知能理論はどのよ

うにカリキュラムや授業実践の中に応用されている

のだろうか。その問いに対する解答の手がかりとな

るのが、キー・ラーニグ・コミュニティの｢週間スケ

ジュール(時間割表)｣だといえようレキー・ラーぷニ

グ・コミュニティ・ミドルスクールの週間スケジュ

ールの詳細については、資料１に示している。アン

テオケ大学シアトル校の教育学教授のリング・キャ

ンベル{Linda Campbell)は､この時間割表に沿って

学習を行う生徒が、すべての教科に同等の価値があ

ることを理解していると述べている。 14)

　この資料からも明らかなように､キー･ラーニグ・

コミュニティのミドルスクール(第６学年から第９

学年)におけるスケジュールにおいては､言語学、ド

イツ語、数学、音楽、体育、芸術、地理学／歴史、

科学の各教科の時間が、それぞれ週５時間ずつ(35

×5＝175分)設定されている。MI理論では､ひとつ

の教科の学習において、諸知能は複合的に用いられ

るとされているが、仮に、各教科でそれぞれひとつ

の代表的な知能が主として用いられる(たとえば､音

楽の授業では音楽的知能が主として用いられる)と

すると、日本の中学校の授業時数と比べて、言語的

知能と内省的知能・対人的知能以外の諸知能が、バ

ランスよく、対等に設定されていることが読み取れ

る。 15)つまり、｢このように各教科を同等に扱って

いることが、個々の知能の形態(form)が、他のすべ

ての知能の形態と同様に重要であるというキー・ス

クールの考え方を明らかにしている｣16)といえる。

　なお、この分析では、各教科の学習において、そ

れぞれ中心的に活用される知能を以下のように設定

した。言語学とドイツ語は言語的知能､数学は論理･

数学的知能、音楽は音楽的知能、体育は身体・運動

感覚的知能、地理学／歴史と芸術は空間的知能、科
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学は博物的知能である。この時間割表を見る上で、

特に注日すべきは、音楽的知能や身体・運動感覚的

知能と対応する教科の時間数が他の教科の時間数と

同じであるということであり、現行の日本の授業時

数と比較しても、一つひとつの知能を対等に育てよ

うとする試みが見て取れる。 17）

資料1　キー･ラーニング･コミュニティの週間スケジュール

一Reproduced with permission of Key Learning Carmunity

　ただし、この時間割表に関する考察の中でいく

つかの疑問が生じた。１点目は、内省的知能と対

人的知能がどのように時間割の中に反映されてい

るかが明らかでないため、８種類の多重知能が完

全に同等に扱われている証明にはならないという

ことである。これら２つの知能が各教科の中で活

用されるとするなら、どのような場面で、どのよ

うに働くかを明らかにする必要があるだろう。そ

れに関連して、２点目は、ひとつの授業の中で、

複数の多重知能が複合的に活用される方法や、そ
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ういった子どもの様子を見取る方法が明らかでな

いため、それぞれの多重知能が等しく活用されて

いるかどうかが厳密に判断・評価できないことで

ある。いくら各教科の授業時数が対等に設定され

ていても、その中で、バランスよく多重知能が活

用されていなければ、形式的に授業時数を設定し

ているだけであるという批判は免れられない。今

後、キー・ラーニング・コミュニティのより具体

的なカリキュラムと授業実践を分析し考察する必

要があると思われる。

２　カリキュラムの構成原理としての他の理論

　上述したように、キー・ラーニグ・コミュニテ

ィのカリキュラムや授業実践は、多重知能理論を

軸として構想されている。そこで、ここでは、５

つ挙げられている理論の中から、キー・ラーニ

グ・コミュニティの授業実践の中で特に注目を集

めている、アメリカの心理学者チクスゼントミハ

イの｢内在的なやる気理論｣と｢フロー理論｣を取

り上げ、多重知能理論以外の諸理論が、どのよう

にカリキュラムや授業実践の中に応用されてい

るかについて具体的に述べていきたい。多重知能

理論を含む５つの理論の詳細とそれらを具体化し

た実践については、資料２に図式化して示してあ

る。 18)

　｢内在的なやる気理論｣が打ち出す教育的な項

目は、｢①子どもが明確な日標をもつこと、②子

どもが自身の技能に応じた挑戦をすること､③教

師から素早いフィードバックが与えられること、

④周囲から妨害される心配をせず､活動に集中す

ること、⑤活動の時間制限を設けないこと｣19)の

５つである。この５つの項目の内容を満たすこと

で、子どもの内在的なやる気は発揮されるのだ。

そこで、キー・ラーニグ・コミュニティでは、こ

の５つの項目を重視する形で、｢協力的な環境｣と

銘打ち、理論を実践化している。その｢教育的な環

境｣という名のカリキュラムには、｢①複数年齢

(multi-age)・複数能力(multi-ability)集団、②

高度な関心分野に開発されたプロジェクト､③『ポ

ッド(Podｓ)』クラスのために提供された選択肢、

④フロー活動ルーム、⑤生徒と職員が長所に焦点

を当てる機会｣2o)の５種類がある。ここでは文献

調査だけでなく､筆者が2010年９月８日に行った

学校参観から、その授業実践の実態を明らかにす

ることのできた｢①複数年齢･複数能力集団｣と

｢③『ポッド』クラス｣に焦点を当てて述べること

とする。

　｢複数年齢・複数能力集団｣とは、ひとつの学級

や授業の中に、様々な年齢や能力の子どもを在籍

させている環境を指す。キー・ラーニグ・コミュ

ニティでは、2～3ヶ月に１度、学校標準のテスト

が行われ、その結果に応じて異年齢・異能力学級

が組織される。こうした実践の理論的背景には、

子どもの内在的なやる気を発揮させるために、子

ども一人ひとりに自分にふさわしい｢明確な目

標｣設定をさせることや、一人ひとりの｢技能レベ

ルに応じた挑戦｣をさせることがある。子どもた

ちは、その果団の中で、困難を感じることなく自

分の能力に合った授業を受けることができたり、

自分の能力を高めるためのふさわしい挑戦をし

たりすることができるのだ。こうした教室･授業

環境を作り出すことにより、集団の中でより能力

の高い者はリーダーシップをとる訓練を積むこ

とができ、一方、能力の低い者は、能力の高い者

から支援や指導を受けることができる。また、能

力の高い者が学習者としてのよい見本(よい学び

のモデル)ともなり得る。つまり、能力の低い者

はそれを見たり真似たりして、学び方を習得する

こともできるのだ。そのような環境こそ、｢協力

的(協同的)な環境｣ということができるだろう。

　｢ポッド｣クラスとは、幼稚園から第８学年まで

の約10年間、キー・ラーニグ･コミュニティに在

籍する多くの子どもが参加している学習活動であ

る(ミドルスクールについては､資料１の下線部参

照)。｢ポッド(podｓ)｣は、｢えんどう豆のさや｣とい

う意味をもち、大勢の子どもがひとつのさやの中

で学ぶというイメージから名付けられたものだ。

その活動内容は､各校種(エレメンタリースクール

とミドルスクール)の最低学年から最高学年の子

どもが､学年混合の10～20の小グループに分かれ、

それぞれのグループの学習テーマに従って、年間

を通した探究活動を行うというものである。

　以下に、エレメンタリースクールを例に挙げて、

ポットクラスの詳細を述べる。筆者がこの学校を
　　　　　　　　　　　　　　ｰ
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参観した時、昼食を終えた子どもたちは、まず体

育館に果合し、学年の垣根を越えた約20のグル

ープに分かれた。ひとつのグループに10～25人

の子どもが所属し、１グループに対し1～2人の教

師が割り当てられる。子どもの年齢は、約５歳～

約11歳までととても幅広く、おおむね各年齢の

子どもが、すべてのグループに均等に分かれてい

る。子どもが揃ったグループから、体育館から各

教室に移動し、それぞれの学習を行う。ポットの

活動内容は、体を使った音遊び、学校新聞作り、

ファッション、楽器の演奏と歌唱、コンピュータ、

合唱、芸術、キャリア教育、フィットネス、詩、

裁縫、歴史、演劇、インディアナポリスのツアー

ガイド、惑星、パペット、科学等、様々な分野･

領域から構成されており、子どもたちは、自分の

興味･関心に合った活動や自分の長所を活かすこ

とのできる活動を選び、１年間通してポットの中

で学習を行っている。

　たとえば、「体を使った音遊び」のポッドクラス

では、代表の子ども２名が教室の前に立ち、自分

の考えた体を使った音遊びを実演し（「“O”の口

をして、手で叩いて音を出す」など）、それを見た

り聴いたりした他の子どもが、試行錯誤をしなが

ら同じ音を出すという活動が行われていた。２名

の教師が、全体を見渡しながら適宜アドバイスを

行ったり、うまくできた上級生が、下級生に身振

り手振りを用いながら指導したりしている様子

を見ることもできた。

　「学校新聞作り」のクラスでは、約10名の子ど

もが、“A11 about ｍｅ”というテーマで、それぞ

れ自分に関する記事を書いていた。子どもの書い

た記事は、コンピュータで編集され、週間新聞と

して発行されている。また、「楽器の演奏と歌唱」

のクラスでは、ひとりの担当教員を10名ほどの

子どもが取り囲み、楽器の演奏と歌唱の活動が行

われていた。教師や子どもが演奏する楽器は、ウ

クレレ、コントラバス、ギター、カウベル、ドラ

ム等様々で、思い思いの方法で試行錯誤しながら

演奏を行っていた。

Ｖ　おわりに

　ここまで、キー･ラーニング･コミュニテイにお

-

けるカリキュラムの開発過程について論じてきた

が、その基本理念について若干、言及する。そも

そも多重知能理論を基軸としてカリキュラムを開

発するということは、８種類の多重知能を中心に

据えてカリキュラムの構成と授業実践が行われて

いることを意味している。そのため、一般的な学

校における教科内容を重視したカリキュラムとは

異なり、子どもたちの多重知能を発達させること

を前提としたカリキュラムとなっている。その中

では、教育内容と教材は共に、活用され得る８種

類の多重知能に基づいて設定され、多重知能を発

達させることが主要な目的となる。それゆえ、キ

ー・ラーニング・コミュニティは、その基本理念

として、(1)8種類の知能を同等に扱い、それらを

発達･成長させること、そして、(2)育成した子ど

もたちの長所や才能が社会で活用され、社会全体

が発展することの２点を最終的な目標として掲げ

ているのである。

　そして、この基本理念は、(1)8種類の多重知能

を同等に尊重して育てようという意図から各教科

の授業時数を等しくした時間割も編成されている

こと、また、(2)子どもたちの多重知能を中心に据

えて開発されたカリキュラムの中に、一人ひとり

の興味関心(長所となる多重知能)に即して探究活

動を行う｢ポッド｣クラスのような時間が置かれた

り、多重知能の発達に合わせて指導を行うという

主旨で、｢複数年齢・複数能力集団｣による活動が

組織されたりしていることに具現化されていた。

こうした時間割編成や｢ポッド｣クラス、｢複数年

齢･複数能力集団｣こそ、キー･ラーニング･コミュ

ニティの独創的な教育実践だといえる。

　最後に､本稿の考察で明らかになったキー･ラー

ニング･コミュニティにおけるカリキュラム開発

の現代的な意義として以下の４点を挙げ、結びに

する。さらに､今後の研究の展望について述べる。

　１点目は、世界で初めて多重知能理論を学校教

育に適用して、カリキュラムや授業実践の開発を

行ったことである。この点において、キー･ラーニ

ング･コミュニティの功績は大きい。現在､世界各

国の学校で多重知能理論を用いた教育活動が行わ

れているが、キー･ラーニング･コミュニティは、

それらの学校のモデルとなり、多＜の提案を行っ
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てきた。

　２点目は、各教科での指導を通して、８種類の

多重知能を同等に育てようと努めていることであ

る。時間割に関して前述した疑問点はあるものの、

国語や社会、数学、理科、外国語といった教科に

対して、音楽や美術、保健体育といった教科の授

業時数を同等に扱っている点は、子ども一人ひと

りの個性や長所を活かした教育活動のあり方を模

索する上で、さらには、芸術教科等のカリキュラ

ム全体における位置づけを議論する上で、今後の

日本の教育改革、教育実践の参考となり得るであ

ろう。

　３点日は、多重知能理論だけでなく、他の教育･

心理学理論を組み合わせて授業実践を行っている

ことである。これは、多重知能理論だけでは学校

教育のカリキュラムを構成することができないこ

との暗示ともとれるが、他の理論を組み合わせる

ことで、多重知能理論の課題を明示しつつ、それ

らを補うことができることの証明にもなっている。

キー･ラーニング･コミュニティの教育活動を参考

にする際には、多重知能理論だけではなく、その

他の理論も併せて研究し活用することで、より効

果を発揮することができると思われる。

　４点目は、キー･ラーニング･コミュニティとい

う学校そのものと、そこでのカリキュラム開発や

授業実践が、現場の教師たちによって創られたも

のであるということである。　トップダウン型では

なくボトムアッブ型の教育改革は、日本の学校現

場を活性化する手段として参考にすることもでき

るだろう。

　今後の研究では、キー・ラーニング・コミュニ

ティだけでなく、多重知能理論を活用した他の学

校も研究の対象として分析・考察し、多重知能に

基づいた学校教育のカリキュラムと授業実践の可

能性と課題について明らかにしたい。また、キー･

ラーニング･コミュニティが用いている､多重知能

理論以外の教育･心理学理論について､その特質と

実践的活用の具体像を明らかにすることで、多重

知能理論を中核とした総合的な学習のカリキュラ

ムや授業実践のモデルを提案することも可能だと

考えている。
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